
20

ト
や
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
の
効
果
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
最
近
は
女
性
の
愛
好
者
も

急
増
し
て
い
ま
す
。
「
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の

魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
ゴ
ー
ル
し
た
と

き
の
達
成
感
で
す
」
と
語
る
の
は
、
県
外

在
住
時
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
で
働
い
て

い
た
経
験
を
持
つ
、
代
表
の
滝
野
駿
さ
ん

（
29
歳
・
矢
島
町
城
内
）
。
滝
野
さ
ん
は

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
に
せ
っ
か
く
で
き
た
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
が
、
遊
び
場
と
し

て
だ
け
使
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
も
ど
か
し

さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
身
も

務
め
る
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
提
案
さ
れ
、

今
年
５
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
約
20
人
。
毎
週

水
曜
日
18
時
か
ら
を
基
本
に
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
活
動
し
始
め
て
か
ら
程
な
く
、

設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
指
導
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
滝
野
さ
ん
に
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
初
心
者

か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
め
る
よ
う
に
ホ
ー

ル
ド
の
位
置
や
課
題
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を

定
期
的
に
変
え
る
役
割
を
ク
ラ
ブ
で
担
っ

て
い
ま
す
。
初
心
者
へ
の
登
り
方
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
随
時
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は

大
人
も
子
ど
も
も
参
加
で
き
る
レ
ッ
ス
ン

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
始
め
て
か
ら
約
半
年

の
福
岡
紫
月
さ
ん
（
24
歳
・
大
鍬
町
）
は

「
以
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
て
市
外
の
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ

ジ
ム
な
ど

に
通
っ
て

い
た
が
、

近
く
に
で

き
た
の
で

よ
か
っ
た
。

や
れ
ば
や
る
だ
け
上
達
が
実
感
で
き
る
し
、

課
題
を
ク
リ
ア
で
き
た
時
は
う
れ
し
い
」

と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
滝
野
さ
ん
は
「
高

齢
者
の
方
は
健
康
づ
く
り
、
子
ど
も
な
ら

体
の
動
か
し
方
や
指
先
の
感
覚
を
養
う
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
ア
リ
ー
ナ
を
き
っ
か

け
に
、
将
来
は
大
会
に
出
場
す
る
人
や
実

際
の
岩
場
に
挑
戦
す
る
人
も
出
て
ほ
し

い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
内
で
活
動
す
る
団
体

を
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
17
回
は「
由
利
本
荘
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ク
ラ

ブ
」
で
す
。

市
内
で
活
動
す
る
団
体
を
紹
介

熱
中夢
中17

（0184）24-6237 24-6090
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由利本荘
ボルダリングクラブ

気軽に登って
達成感は最高級

　

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ウ

ォ
ー
ル
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
で

は
今
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
が
熱
気
を
帯
び
て

い
ま
す
。
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
、
巨
大
な
石

（
ボ
ル
ダ
ー
）
を
登
っ
て
楽
し
む
ロ
ッ
ク

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
一
種
と
し
て
始
ま
り
ま

し
た
。
屋
内
で
は
人
工
の
壁
に
取
り
付
け

た
ホ
ー
ル
ド
と
い
う
突
起
物
を
つ
か
ん
で

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
に
な
っ

た
こ
と
も
追
い
風
と
な
り
、
国
内
の
愛
好

者
は
60
万
人
に
も
上
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
男
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
ダ
イ
エ
ッ

由
利
本
荘
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
興
味

の
あ
る
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

（http://w
w
w
.yhbc.w

ork/

）

会
員
が
考
え
た
課
題
も
随
時

更
新
中

ボルダリング専用シューズ。
貸出もしています

http://www.city.yurihonjo.lg.jp　編集・発行◎由利本荘市広報課
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10月15日

取材時に活動していた会員の皆さん
（２列目一番左が代表の滝野さん）

スポーツの秋、到来
10月２、３日に市内各地の野球場で「第22回全県選抜

６００歳野球大会」が開催されました。県内から27チー
ム（本市からは３チーム）が参加し、選手たちは秋晴れの
空の下、白球を熱心に追っていました。

スポーツの秋、到来スポーツの秋、到来スポーツの秋、到来スポーツの秋、到来スポーツの秋、到来スポーツの秋、到来スポーツの秋、到来スポーツの秋、到来スポーツの秋、到来
10月２、３日に市内各地の野球場で「第22回全県選抜回全県選抜
６００歳野球大会」が開催されました。県内から27チーチー
ム（本市からは３チーム）が参加し、選手たちは秋晴れの
空の下、白球を熱心に追っていました。

10月２、３日に市内各地の野球場で「第22回全県選抜
６００歳野球大会」が開催されました。県内から27チー
ム（本市からは３チーム）が参加し、選手たちは秋晴れの
空の下、白球を熱心に追っていました。
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鳥海山木のおも
ちゃ美術館オー
プン

（仮称）いきい
き子どもプラザ
の整備

ナイスアリーナのオープンと健康
の駅・インターバル速歩普及事業

地域包括ケアシステムの
構築 まいーれのオープン コミュニティスクールの

充実
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市
で
は
、
平
成
27
年
に
次
の
10

年
を
見
据
え
た
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
由
利

本
荘
市
総
合
計
画
（
新
創
造
ビ
ジ

ョ
ン
）
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で

前
期
５
カ
年
の
基
本
計
画
の
も
と

に
「
市
民
と
共
に
歩
む
市
政
」
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
る
後
期

５
カ
年
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
市
政
や
市
民
生
活
に

つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞

き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
や
課
題
を
検
討
す
る
上
で
の
基

礎
的
な
資
料
と
す
る
た
め
に
、
昨

年
度
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
や
主
な
調
査
結
果
を
紹
介

し
ま
す
。

由利本荘市総合計画（新創造ビジョン）
後期基本計画策定のための

●調査対象　１８歳以上の市内在住者
●調査方法　郵送調査（郵送による配付・回収およびインターネット回答）
●配付数　　２，０００人（対象人口の３．２％　無作為抽出）
●回収数　　７４３票（回収率３７．２％）

【アンケート調査の概要】

これまでの５年間の主な取り組み

◎生きがいあふれる健康長寿社会の形成 ◎ふるさと愛の醸成と地域コミュニティの再生

◎産業集積の強靱化と雇用創出　 ◎子どもを産み育てやすい環境の創造

由利本荘市の暮らしについて
　本市の地域環境や施策に対する満足度を２６項
目５段階で評価してもらいました。そのうち、評
価が高かった項目は「自然環境の豊かさ」「水道の
整備」「ごみの収集・処理」となっています。一方
で「国内外との交流活動」は「満足」と「まあ満足」
を合わせた割合が最も低く「どちらでもない」が
最も高くなっています。「不満」と「やや不満」を
合わせた割合が高い項目は「交通機関の便利さ」「除

排雪」「道路の整備」となっています。
　この設問は、平成１５年と平成２５年にも同様
に聞いており「満足」と「まあ満足」を合わせた
割合は、全ての項目で過去２回の結果を上回って
いることから、本市の地域環境や施策に対する市
民満足度は、全体的に向上してきていると考えら
れます。

　新創造ビジョン前期基本計画の取り組みの効果
を２７項目６段階で評価してもらいました。その
うち、評価が高かった項目は「健康への関心の高
まり」「芸術文化に触れる機会の創出、民俗芸能・
祭りの保存・継承」「公民館や図書館を中心とした、

生涯学習の環境づくり」となっています。
　一方で「魅力あふれる商店街・個店づくり」「農
林水産業の後継者対策、組織化・法人化」「国内外
への観光情報発信、受入体制の充実」などは低い
評価となっています。

自然環境の豊かさ

水道の整備

ごみの収集･処理

道路の整備

除排雪

交通機関の便利さ

国内外との交流活動

満足 無回答不満やや不満どちらともいえないまあ満足

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

46.7

44.1

48.3

41.7

38.9

32.0

33.6

32.3

23.4

13.5

9.8

9.0

7.3

3.5

7.8

11.7

12.5

2.2

3.1

5.1

21.4

18.6

27.3

69.3

25.4

24.0

24.2

7.3

0.7

0.9

1.3

7.7

12.1

16.6

2.6

0.9

1.3

0.8

2.1

4.0

1.2

3.8

健康への関心の高まり（健康診査や各種検診の受診、運動習慣化）

魅力あふれる商店街･個店づくり

農林水産業の後継者対策、組織化･法人化

国内外への観光情報発信、受入体制の充実

公民館や図書館を中心とした、生涯学習の環境づくり

芸術文化に触れる機会の創出、民俗芸能･祭りの保存･継承

そう思う

どちらかといえばそう思わない

無回答どちらかといえばそう思う

思わない

どちらともいえない

わからない

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

38.4

39.4

37.7

11.8

10.4

8.9

8.1

7.1

6.2

27.6 1.9

2.2

2.2

2.5

2.6

2.2

24.9

25.8

8.5

6.9

7.8

5.1

10.8

12.2

27.9

26.1

20.2

6.7

5.4

5.4

21.7

24.6

37.4

20.6

18.2

25.0

18.4

19.9

7.9

アンケート結果１

これまでのまちづくりについてアンケート結果2

0.8

1.5

1.1

本荘工業団地をはじめと
した企業誘致と雇用創出 移住対策 鳥海山木のおもちゃ美術

館のオープン
（仮称）いきいきこども
プラザの整備

きようじん

※グラフの項目は抜粋です。

※グラフの項目は抜粋です。
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市
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
た

施
策
の
成
果
や
進
捗
状
況
な
ど
を

も
と
に
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
い
、

令
和
２
年
度
か
ら
の
新
創
造
ビ
ジ

ョ
ン
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
活

用
し
、
さ
ら
な
る
施
策
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※

こ
こ
で
紹
介
し
た
調
査
結
果
を

含
む
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
全
般
の
結

果
報
告
書
は
、
市
役
所
や
各
総
合

支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　本市が直面する人口減少問題に関し、特に期待
する取り組みを選んでもらいました。（複数回答可）
　２２項目のうち「学校卒業者の地元就職と若者・
女性の定着の促進」の割合が最も高く、次に「安

心して子どもを産み、育てやすい環境づくり」「県
外からの移住支援と移住者の掘り起こし」などが
期待されている取り組みとなっています。

　「これからも由利本荘市で暮らしたいと思うか」
について、考えに近いものを選んでもらいました。
由利本荘市に「ずっと住み続けたい」と答えた割
合が７１．９％と最も高く、平成２５年度の調査

結果と比較して「ずっと住み続けたい」の割合が
増加し「できれば転居したい」の割合が減少して
おり、市民にとって住みやすさやふるさとへの愛
着は全体的に向上していると考えられます。

ずっと住み続けたい わからないできれば転居したい 無回答

H30

H25

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

71.9

67.5

8.5

9.3

15.9

19.1

3.7

4.1

学校卒業者の地元就職と若者･女性の定着の促進

安心して子どもを産み、育てやすい環境づくり

県外からの移住（Uターン、Iターンなど）支援と移住者の掘り起こし

独身男女の出会いの機会の創出

由利本荘市の強みであるものづくり産業の集積とさらなる強靱化

道路･鉄道網などのインフラ整備と安全･快適な住環境

超高齢社会を見据えた福祉と医療の充実

子育て期における経済的負担の軽減

50％0％ 10％ 20％ 30％ 40％

44.0

29.9

24.2

19.0

18.2

15.3

16.7

18.0

問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
24―

６
２
２
６

人口減少社会における取り組みについてアンケート結果3

由利本荘市に対する愛着「ふるさと愛」についてアンケート結果4

市ホームページは
こちらのQRコー
ドからもアクセス
できます。

※グラフの項目は抜粋です。
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第
23
回
秋
田
馬
子
唄
全
国
大

会
が
９
月
14
日
、
大
内
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
は
「
民
謡
の
里

お
お
う
ち
」
を
広
く
知
っ
て
も

ら
お
う
と
旧
大
内
町
時
代
に
始

め
ら
れ
ま
し
た
が
、
運
営
費
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
今
年
で
最
後
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
大
会
に
は
１
０
０
人

が
エ
ン
ト
リ
ー
。
大
会
の
終
わ

り
を
惜
し
ん
で
立
ち
見
も
出
る

ほ
ど
多
く
の
観
衆
が
詰
め
か
け

た
中
、
出
場
者
は
大
賞
の
部
、

高
齢
の
部
、
年
少
の
部
に
分
か

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
鍛
え
上
げ
た
歌

声
を
披
露
し
、
拍
手
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。

　
第
１
回
大
会
か
ら
大
会
会
長

を
務
め
る
当
時
の
旧
大
内
町
長

の
佐
々
木
秀
綱
さ
ん
（
82
歳
・

加
賀
沢
）
は
「
民
謡
の
里
お
お

認
知
症
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
由
利
本
荘

介
護
や
認
知
症
を
「
備
え
て
支
え
よ
う
」

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
こ
と
を
目
指
す
「
認
知
症

フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
由
利
本
荘
」
が
、

９
月
26
日
に
カ
ダ
ー
レ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
最

新
の
介
護
・
福
祉
用
品
を
展
示

す
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
誰
で
も
気

軽
に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
交
流

で
き
る
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
が

設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
認
知
症
を

予
防
す
る
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の
体

験
、
高
齢
期
の
交
通
安
全
を
テ

ー
マ
に
し
た
由
利
本
荘
署
員
の

講
話
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の

体
験
は
午
前
と
午
後
の
２
回
行

わ
れ
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は「
軽

い
運
動
」と「
頭
を
使
う
こ
と
」

を
同
時
に
行
う
体
操
で
す
。
参

加
者
は
「
足
踏
み
を
し
な
が
ら

数
を
数
え
、
３
の
倍
数
で
手
を

た
た
く
」
「
も
し
も
し
か
め
よ

…

と
歌
い
な
が
ら
左
右
の
手
の

こ
ぶ
し
か
ら
親
指
と
小
指
を
互

い
違
い
に
出
す
」
な
ど
の
体
操

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
参
加
し

た
黒
木
ト
キ
子
さ
ん
（
81
歳
）

は
「
普
段
か
ら
踊
り
や
体
操
は

し
て
い
る
け
ど
、
コ
グ
ニ
サ
イ

ズ
は
初
め
て
。
思
う
と
お
り
に

い
か
な
い
け
ど
、
頭
も
活
性
化

し
て
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
脳
の
病
気
で
、
85
歳
以
上

に
な
る
と
４
人
に
１
人
が
認
知

症
の
症
状
を
持
つ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
市
で
は
今
後
も
、
認

知
症
を
身
近
な
も
の
と
し
て
理

解
し
、
地
域
で
支
え
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Event  and  Sports

第
23
回
秋
田
馬
子
唄
全
国
大
会

大
会
の
終
わ
り
を
惜
し
み
、
大
勢
の
観
客
集
う

う
ち
を
全
国
に
広
め
よ
う
と
い

う
思
い
で
始
め
た
大
会
。
過
去

に
は
大
阪
や
奈
良
、
京
都
な
ど

か
ら
参
加
し
て
く
れ
た
人
も
い

て
、
当
初
の
目
的
が
あ
る
程
度

果
た
せ
た
実
感
が
あ
り
ま
す
。

民
謡
好
き
の
ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま

れ
て
23
年
続
け
て
こ
ら
れ
て
思

い
出
が
い
っ
ぱ
い
。
大
会
は
今

回
で
一
区
切
り
と
な
る
が
、
ま

た
違
っ
た
形
で
大
内
を
盛
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
け
た
ら
」
と
充
実
し

た
表
情
を
見
せ
ま
し
た
。

　
大
賞
の
部
で
優
勝
を
つ
か
ん

だ
秋
田
市
の
川
辺
節
子
さ
ん

（
78
歳
）
は
「
10
回
以
上
出
て

い
て
高
齢
の
部
で
は
優
勝
経
験

が
あ
っ
た
け
ど
、
ま
さ
か
若
い

人
も
い
る
大
賞
の
部
で
優
勝
で

き
る
な
ん
て
思
わ
な
か
っ
た
の

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
。
大
会
が
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
は
と
に
か
く

さ
み
し
い
け
ど
、
こ
れ
か
ら
も

秋
田
馬
子
唄
を
歌
い
続
け
ま
す

と
話
し
ま
し
た
。

」

ハ
ァ
ー
あ
べ
や
　ハ
ァ
ー
こ
の
馬

急
げ
や
　川
原
毛

ハ
ァ
ー
西
の
　ハ
ァ
ー
お
山
に
　

ア
リ
ャ
陽
が
暮
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（抜
粋
）

大賞の部で優勝した川辺さん

「
秋
田
馬
子
唄
」

※

馬
の
仲
買
人
が
馬
を
引
く

道
中
に
歌
っ
た
唄
。
馬
と
家

族
同
然
に
暮
ら
し
、
苦
労
を

共
に
し
た
当
時
の
生
活
や
風

情
を
思
わ
せ
る
。
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矢
島
地
域
の
花
立
牧
場
公
園

内
に
あ
る
「
東
証
上
場
の
森
」

の
15
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が

９
月
13
日
、
現
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
㈱

東
京
証
券
取
引
所
の
宮
原
幸
一

　市長の長谷部です。９月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、市
ホームページでもご覧いただけます。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ヴ
ァ
ー
ツ
市

で
の
海
外
研
修
、
大
変
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

　
異
国
の
文
化
や
生
活
に
触
れ
、

視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
経
験
を
、
ぜ
ひ
将
来

に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。                         

　
こ
の
経
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
っ

た
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
切
磋
琢
磨
し
、
立
派

な
人
間
に
成
長
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

９月５日（木）
○市婦人団体問題研究集会
　（ホテルアイリス）

　
日
頃
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
の
維
持
・
発
展
の
た
め

に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま

の
、
こ
の
よ
う
な
学
習
と
交
流

を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　
今
後
も
皆
さ
ま
の
生
の
声
を

お
聞
き
し
、
市
民
と
行
政
と
が

連
携
を
図
る
こ
と
で
「
市
民
と

と
も
に
歩
む
市
政
」
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、 

な
お
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

９月25日（水）
○青少年ハンガリー友好交流訪問団派遣報告会
　（正庁）

色
鮮
や
か
な
秋
田
鳥
海
り
ん
ど
う
を
贈
呈

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
が
市
長
を
訪
問

　
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
の
小
松

忠
彦
代
表
理
事
組
合
長
が
９
月

19
日
に
長
谷
部
市
長
を
訪
問
し
、

秋
田
鳥
海
り
ん
ど
う
の
花
束
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
秋
田
鳥
海
り

ん
ど
う
は
ブ
ル
ー
の
発
色
の
良

さ
と
品
質
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
、
日

持
ち
の
良
さ
で
市
場
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
小
松
組
合
長
は
「
今
年
の
栽

培
面
積
は
19
㌶
あ
り
、
売
り
上

げ
は
約
６
０
０
万
本
で
３
億
円

を
超
え
る
見
込
み
。
来
年
以
降

は
平
場
へ
の
栽
培
も
進
め
て
行

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。
９
月
12
日
に
は
秋
彼
岸
に

向
け
て
首
都
圏
な
ど
へ
出
荷
す

る
ト
ラ
ッ
ク
の
出
発
式
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

Event  and  Sports

市
道
猿
倉
花
立
線
の
竣
工
・
安
全
祈
願

鳥
海
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
が
約
６
年
ぶ
り
に
開
通

　
平
成
25
年
の
土
砂
崩
落
事
故

以
来
、
通
行
止
め
と
な
っ
て
い

た
市
道
猿
倉
花
立
線
（
鳥
海
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
）
が
、
10
月
１

日
か
ら
開
通
し
ま
し
た
。

　
同
日
に
行
わ
れ
た
竣
工
・
安

全
祈
願
に
は
市
や
県
な
ど
の
関

係
者
約
50
人
が
出
席
し
、
完
成

し
た
道
路
の
安
全
な
通
行
を
祈

願
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
谷

「
東
証
上
場
の
森
」
15
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

節
目
を
祝
い
、
15
本
の
苗
木
を
植
樹

郎
代
表
取
締
役
社
長
や
阿
部
副

市
長
な
ど
関
係
者
約
20
人
が
出

席
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
、
15
周

年
を
記
念
し
た
15
本
の
苗
木
を

植
樹
し
ま
し
た
。

　
東
証
上
場
の
森
は
、
東
証
が

２
０
０
４
年
に
当
時
の
上
場
会

社
数
と
同
じ
２
３
０
０
本
を
植

樹
し
て
以
来
、
２
０
１
３
年
ま

で
毎
年
、
新
規
上
場
会
社
数
と

同
じ
本
数
を
植
樹
し
、
現
在
は

約
３
千
本
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
同
日
に
は
矢
島
小
・
中
・
高

の
各
校
で
東
証
社
員
に
よ
る
出

張
授
業
が
、
翌
14
日
に
は
ア
ク

ア
パ
ル
で
シ
ブ
サ
ワ
・
ア
ン
ド

・
カ
ン
パ
ニ
ー
㈱
の
渋
澤
健
代

表
取
締
役
に
よ
る
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

部
市
長
が
「
土
砂
崩
落
事
故
で

亡
く
な
ら
れ
た
５
名
の
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
閉

鎖
中
は
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
来
る
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
や

冬
期
間
の
ス
キ
ー
な
ど
、
鳥
海

山
麓
の
観
光
に
大
い
に
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
本
路
線
は
、
土
砂
崩
落
技
術

調
査
委
員
会
や
復
旧
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
再
発
防
止
策
や

復
旧
対
策
に
つ
い
て
協
議
検
討

を
重
ね
、
排
水
対
策
を
講
じ
た

盛
土
工
法
を
採
用
し
て
復
旧
し

て
い
ま
す
。

植樹する阿部副市長（中央）と宮原社長（右）

左
か
ら
長
谷
部
市
長
、
小
松
組
合
長

平
和
の
実
現
へ
の
誓
い
新
た
に

市
戦
没
者
追
悼
式

　
市
戦
没
者
追
悼
式
が
９
月
19

日
に
カ
ダ
ー
レ
で
行
わ
れ
、
遺

族
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
列
し
、

先
の
大
戦
で
の
戦
没
者
の
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
市
遺
族
会
会
長
の
阿

部
勇
さ
ん
（
82
歳
・
大
沢
）
が

「
ふ
る
さ
と
を
思
い
な
が
ら
、

わ
が
身
を
顧
み
ず
国
家
の
た
め

に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
を
誇
り

に
思
う
と
と
も
に
、
今
の
豊
か

な
生
活
は
、
多
く
の
戦
没
者
の

犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
後
世
に
語
り
継

い
で
い
き
ま
す
」
と
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
市
長
を
は
じ
め
来

賓
や
各
遺
族
会
の
代
表
な
ど
が

慰
霊
塔
に
白
菊
を
献
花
し
、
今

な
お
残
る
深
い
悲
し
み
と
恒
久

平
和
へ
の
強
い
願
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

受
け
継
が
れ
る
伝
統
、
華
や
か
に

本
荘
大
名
行
列

　
本
荘
藩
の
参
勤
交
代
を
再
現

し
た
「
本
荘
大
名
行
列
」
が
９

月
15
日
に
行
わ
れ
、
本
荘
中
心

部
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
10
万
石
の
格
式
を
整
え
た
大

名
行
列
は
、
挟
箱
を
担
い
だ
男

衆
が
威
勢
の
い
い
掛
け
声
と
独

特
の
足
さ
ば
き
で
先
導
し
、
本

荘
八
幡
神
社
を
出
発
。
こ
れ
に

毛
槍
や
大
鳥
毛
、
練
り
子
、
殿

様
役
の
子
ど
も
を
乗
せ
た
か
ご

が
続
き
、
江
戸
時
代
の
姿
を
忠

実
に
再
現
し
、
観
衆
の
前
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
無
病
息
災
を
祈
願
す

る
日
役
町
獅
子
踊
り
や
各
町
内

の
特
色
あ
る
山
車
が
行
列
の
後

に
続
き
、
沿
道
を
華
や
か
に
彩

り
ま
し
た
。

は
さ
み
ば
こ

け
や
り

お
お
と
り
げ
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「
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

改
定
案
の
閲
覧
・
意
見
募
集
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
ご
み
の
発
生
を
抑
え
、

環
境
負
荷
が
少
な
い
循
環
型
社
会

を
目
指
す
「
由
利
本
荘
市
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
」
の
改
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
改
定

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
閲

覧
お
よ
び
改
定
案
に
対
す
る
意
見

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

閲
覧
場
所
　
生
活
環
境
課
（
市
役

所
１
階
）
、
各
総
合
支
所
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
　※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
閲
覧
可

閲
覧
・
意
見
募
集
期
間
　
10
月
15

日
㈫
〜
11
月
14
日
㈭

意
見
の
提
出
方
法
　
閲
覧
場
所
に

備
え
付
け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
意

見
書
に
記
入
の
上
提
出
（
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
可
）

※

様
式
以
外
で
も
受
け
付
け
ま
す

　
が
、
必
要
事
項
を
満
た
し
て
い

　
な
い
場
合
は
受
け
付
け
で
き
ま

　
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

意
見
を
提
出
で
き
る
方

①
本
市
に
お
住
ま
い
の
方

②
本
市
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る

　
方

③
本
市
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

　
が
あ
る
事
業
者

④
計
画
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方

意
見
を
提
出
す
る
際
の
必
要
事
項

・
計
画
の
名
称

・
氏
名
、
住
所
（
「
意
見
を
提
出

　
で
き
る
方
」
の
②
、
③
に
該
当

　
す
る
方
は
名
称
と
所
在
地
）

※

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

　
個
人
情
報
を
除
き
、
市
の
考
え

　
方
を
付
し
て
内
容
を
公
開
さ
せ

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
次
の
施
設
の
指
定
管
理
者
（
個

人
不
可
）
を
募
集
し
ま
す
。

施
設
①
　
鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー

場
お
よ
び
花
立
地
区
観
光
施
設

施
設
②
　
鳥
海
荘

指
定
管
理
期
間
　
令
和
２
年
４
月

１
日
〜
令
和
６
年
３
月
31
日

公
募
期
間
　
10
月
15
日
㈫
〜
11
月

15
日
㈮

現
地
（
公
募
）
説
明
会
日
時

施
設
①
　
10
月
31
日
㈭
　
13
時

施
設
②
　
10
月
29
日
㈫
　
10
時

※

い
ず
れ
も
要
申
し
込
み

公
募
参
加
申
込
書
の
提
出
期
限
　

11
月
６
日
㈬

施
設
に
関
す
る
質
問

事
前
に
文
書
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
で
の

み
受
け
付
け
ま
す
。
電
話
で
の
問

い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

1
市
内
各
施
設
の
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す

2

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
24―

６
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
24―

０
２
２
８

Ｅ
メ
ー
ル

kankyo@
city.yurihonjo.lg.jp

問
い
合
わ
せ
先

矢
島
総
合
支
所

産
業
課
（
施
設
①
）

☎
55―

４
９
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
55―

２
１
５
７

鳥
海
総
合
支
所

産
業
課
（
施
設
②
）

☎
57―

２
２
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
57―

２
０
７
６

市プレミアム付商品券

取扱加盟店を追加募集します

参加資格　市内に店舗・事業所を有する事業者
※除外対象となる商品・役務の提供については本紙７月
　15日号をご覧いただくか、お問い合わせください。
登録料　無料
申し込み方法　福祉支援課に備え付け、または市ホームペ
ージからダウンロードした申請書に記入の上提出してくだ
さい。（郵送可、ＦＡＸの場合は後日原本を提出してくだ
さい）
その他　登録店にはのぼり旗１組と取扱加盟店章を無料配
布します。（のぼり旗２組目からは有料となります）

問　福祉支援課　☎２４－６３１７

募集期限

10月31日㈭まで

10月市税・国保税納期

　金融機関などで納付されてから市が納付を
確認できるまで、１～２週間程度かかります。
納税証明などが必要でお急ぎの場合は、領収
書や引き落とし額が記帳された通帳をご持参
の上、市民窓口センターまたは各総合支所市
民サービス課に申請してください。

市県民税（第３期）  
国保税（第４期）

納期限：10月31日㈭

問　税務課（納税証明など） ☎２４－６３０３
　　収納課（口座振替など） ☎２４ー６２５６
　　または各総合支所市民サービス課

～期限内に納めましょう～
「納付は便利で確実な口座振替で」

小児・妊婦のインフルエンザ予防接種の助成が始まります
　インフルエンザウイルス感染による急性脳症などの重症化を防ぐため、生後６カ月以降の乳児～中学３年生、妊
婦に対してインフルエンザワクチンの接種費用の一部を助成します。

●対象者　由利本荘市に住民登録のある乳幼児、小学
　生、中学生、妊婦
　①ワクチンの種類…インフルエンザＨＡワクチン
　②接種回数（１年度当たり）
　　　生後６ヵ月～小学６年生…２回
　　　中学生、妊婦…１回
　 ③助成金額（１回当たり）…１,０００円

●期間　10月１日～令和２年２月29日
　※季節性インフルエンザの流行は１月上旬から３月
　上旬が中心で、ワクチンが十分な効果を維持する期
　間は、接種後約２週間～５カ月とされています。流行
　期に間に合うよう12 月中旬までの接種をお勧めします。

●自己負担額　医療機関により異なります。
　・医療機関が定める接種料金から市助成額（1,000円）
　　を差し引いた金額。
　・生活保護世帯の方は、「緊急時医療依頼証」を医療機
　　関に提示することで無料（市が全額助成）。

○事前に協力医療機関へ予約してください。
○当日は健康保険証・母子手帳を医療機関へ提示してく
　ださい。
○予診票は各医療機関に設置されています。
○協力医療機関以外で接種を受けた場合も助成がありま
　すので、お問い合わせください。
問　健康管理課　☎２２－１８３４

【小児・妊婦インフルエンザ任意予防接種　市内協力医療機関一覧】    
地域
本荘
本荘
本荘
本荘
本荘
本荘
本荘
本荘
本荘
本荘
本荘
本荘

電話番号
22－5883
27－2301
28－0288
22－0314
28－5101
22－2358
28－0015
24－0030
22－3100
44－8282
22－0009
23－8600

　　 医院・病院名
浅野耳鼻いんこう科医院
中央線診療所
本荘整形外科
作左部医院
さけみ小児科クリニック
佐々木産婦人科医院
梵天内科クリニック
しぶやこまちクリニック
清水泌尿器科内科医院
鈴木小児科
まつだあかちゃんこどもクリニック
さとうハートクリニック

地域
本荘
本荘
本荘
本荘
本荘
本荘
本荘
矢島
矢島
矢島
岩城
岩城

電話番号
28－2040
74－7355
74－7867
29－2013
22－6555
22－0111
27－1200
56－2065
56－2871
56－2005
73－3333
73－2002

　　 医院・病院名
松ヶ崎診療所
みうらアレルギー呼吸器内科クリニック
川上クリニック
小松医院（小松徳彌）
佐藤病院
本荘第一病院
由利組合総合病院
佐藤医院
大井医院
木村医院
風平診療所
国立病院機構 あきた病院

地域
由利
大内
大内
東由利
東由利
西目
鳥海
鳥海
鳥海
鳥海

電話番号
53－3611
67－2321
62－1050
69－2531
69－2866
32－1077
59－2321
58－2004
57－3456
57－2003

　　 医院・病院名
渡邊医院
伊藤医院
いとう内科医院
小松医院（小松良竹）
佐藤病院　老方診療所
きくち医院
笹子診療所
直根診療所
加賀医院
鳥海診療所

心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

健
康

だ 

よ 

り

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
課
　
☎
22
ー
１
８
３
４

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

※接種料金・接種日・接種対象者などは医療機関により異なりますので、事前に医療機関へ確認してください。       

▶▶ 催し
■原発性胆汁性胆管炎学習会
　原発性胆汁性胆管炎の患者やそ
の家族を対象に、医療相談と学習会
を行います。参加無料。
日時　11月27日㈬　14時半～16時
会場　由利本荘保健所　２階会議
　室
内容　①講話「原発性胆汁性胆管炎
　の治療と療養生活について（仮題）
　講師：由利組合総合病院消化器内
　科診療科長　道免孝洋先生
　②情報交換
申し込み　11月20日㈬まで由利地域
　振興局福祉環境部（由利本荘保健
　所）へ　☎２２－４１２２

■がん体験者の集い
　不安なことやつらさを語り合い、
少しでも心を和らげませんか。参加
無料、申し込み不要。
日時　10月27日㈰　10時～12時
会場　御門町公民館
対象　がん患者、がん体験者やそ
　の家族、支援してくださる方、
　関心のある方
問　由利組合総合病院がん相談支
　援センター　☎２７－１２００

」



平
成
30
年
度
決
算
の
概
要

平成30年度
平成29年度

　総合防災公園整備事業、羽後本荘駅周辺整備事業、由利中学校大規模改修事業や、社会資本整
備総合交付金を活用した道路・橋梁の整備などを積極的に展開しながら、７月には「鳥海山木の
おもちゃ美術館」、10月には「由利本荘アリーナ（ナイスアリーナ）」がオープンし、一層の交流
人口の拡大とにぎわいが創出され、地域活性化など大きな成果が得られる内容となりました。

　
平
成
30
年
度
決
算
は
、
自
主
財
源
の
根
幹
を

な
す
市
税
が
約
79
億
６
７
０
０
万
円
で
、
前
年

度
の
約
79
億
１
５
０
０
万
円
と
比
較
す
る
と
、

約
５
２
０
０
万
円
（
０
・
７
％
）
増
加
と
な
り

ま
し
た
が
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
約
１

８
６
億
７
６
０
０
万
円
で
、
前
年
度
（
約
１
９

０
億
１
０
０
０
万
円
）
と
比
較
す
る
と
、
約
３

億
３
４
０
０
万
円
（
１
・
８
％
）
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
市
で
は
、「
身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
運

営
」
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
債
の
一
部

繰
上
償
還
を
実
施
し
た
ほ
か
、
行
政
改
革
に
伴

う
人
件
費
平
準
化
基
金
の
積
み
立
て
に
よ
り
後

年
度
の
財
政
負
担
の
軽
減
に
備
え
つ
つ
、
前
年

度
と
同
額
程
度
の
実
質
収
支
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
な
お
、
歳
入
の
う
ち
合
併
特
例
に
よ
る
普
通

交
付
税
の
加
算
分
に
つ
い
て
は
、
段
階
的
な
削

減
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
に
は
ゼ

ロ
に
な
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
経

費
節
減
を
図
り
な
が
ら
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 ５

０
７
　
８
５
５

０

４
８
４
４
６
９
２
４

自主財源（27.9％）
依存財源（72.1％）

51,338,375
55,589,459

49,044,131
53,115,978

2,294,244
2,473,481

358,026
387,572

1,936,218
2,085,909

149,691
1,118,067

690
2,358

603,252
0

0
0

454,251
△1,115,709

△
△

平成30年度
主な事業

（平成30.4.1～31.3.31）

（平成31.3.31）

（平成30.4.1～31.3.31）

■総務費
総合防災公園関連事業…………………………
木のおもちゃ美術館整備事業…………………
　CATV拠点間ネットワーク設備更新事業………
■民生費
施設型給付事業（民間保育園・認定こども園等）……
介護給付・施設訓練等給付事業………………
福祉医療費支給事業……………………………
■衛生費
感染症等予防対策事業…………………………
母子保健事業……………………………………
■農林水産業費
中山間地域等直接支払交付金事業……………
多面的機能支払交付金事業……………………
元気な中山間農業応援事業……………………

■商工費
青少年旅行村整備事業……………………………
黄桜温泉「湯楽里」維持補修事業…………………
■土木費
総合防災公園整備事業………………………
市道猿倉花立線災害防除事業………………
羽後本荘駅周辺整備事業……………………
■消防費
消防水利整備事業…………………………………
同報系防災行政無線屋外拡声子局増設事業……
■教育費
北部学校給食センター建設事業………………
由利中学校大規模改修事業……………………
サンスポーツランド岩城テニスコート大規模改修事業……

2,038万円
1,801万円

36億5,456万円
3億4,073万円
1億3,004万円

9,072万円
8,424万円

1億5,405万円
1億4,556万円
8,486万円

国 民 健 康 保 険
下 水 道 事 業
集 落 排 水 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
情 報 セ ン タ ー
診 療 所 運 営
ス キ ー 場 運 営
介護サービス事業
奨 学 資 金
受託施設休日応急診療所運営
小 友 財 産 区
松 ヶ 崎 財 産 区
北 内 越 財 産 区
　 計 　

93億8,679万6千円
30億9,790万3千円
21億6,461万3千円
8億2,791万4千円
6億8,697万3千円
2億7,269万0千円
2億   398万6千円
1億2,703万7千円
6,842万8千円
1,055万6千円
346万8千円
245万3千円
1万4千円

168億5,283万1千円

93億   943万8千円
30億5,459万2千円
21億5,681万0千円
8億2,643万5千円
6億7,209万8千円
2億6,051万8千円
2億   190万0千円
5,900万9千円
6,310万5千円
1,030万8千円
289万5千円
228万9千円
1万3千円

166億1,941万0千円

7,735万8千円
4,331万1千円
7,803万円
147万9千円
1,487万5千円
1,217万2千円
208万6千円
6,802万8千円
532万3千円
24万8千円
57万3千円
16万4千円

1千円
2億3,342万1千円

1,060,864
995,894
64,970

44,224
26,221
82,973

82,973
△1,186,262

△1,103,289

1,909,661
2,010,052
△100,391

746,451
272,058
374,002
418

373,584

158,624
532,208

2,188,405
196,946
2,385,351
1,840,351
383,190
286,327
2,509,868
974,148

△1,098,665
△   124,517
2,385,351

29,462,747
2,185,139
31,647,886
15,175,277
1,258,829
5,977,253
22,411,359
7,515,806
1,720,721
9,236,527
31,647,886

224,853
△  106,765
△  189,433
△    71,345
159,626
88,281

1,334,281
△616,024
△491,078
227,179
1,842,618
2,069,797

労働費
1億1,028万4千円　0.2％

商工費
11億7,976万0千円
2.4％

災害復旧費
13億6,612万4千円
2.8％

0.329
94.6
9.7

106.3

お
知
ら
せ
し
ま
す

507億855万0千円

市税
79億6,726万6千円

15.7％

繰越金
24億3,461万円3千円

4.8％
諸収入
9億4,324万1千円
1.9％

5.5％

27億7,924万7千円

地方交付税
186億7,611万1千円

36.8％

分担金および負担金
使用料および手数料
財産収入
寄附金
繰入金

4.5％

10.9％

7.2％

県支出金
36億4,174万9千円 市債

64億6,000万
0千円
12.7％

地方譲与税
および各種交付金
22億6,768万7千円

国庫支出金
55億3,863万

6千円

14.5％
扶助費
78億8,179万3千円

16.2％

14.0％

公債費
67億8,766万8千円

72億9,959万3千円
15.1％

物件費
56億988万
　　　　1千円

11.6％

災害復旧費
13億9,740万0千円
2.9％

13.0％

繰出金
62億8,392万
　　　8千円

7.8％

補助費等
38億1,153万5千円

4.9％

維持補修費・積立金
投資・出資・貸付金　23億6,115万6千円

484億4,692万4千円

総務費
60億4,242万2千円

12.5％

民生費
130億930万
5千円
26.9％

衛生費
26億1,521万0千円

5.4％
7.2％

農林水産業費
34億8,378万2千円

79億3,363万
5千円
16.4％

土木費

4.1％

消防費
19億7,013万
　　　6千円

7.6％

教育費　　
36億9,254万

5千円

公債費　　　
67億8,766万

8千円
14.0％

議会費
2億5,605万3千円　0.5％

平成30年度
0.330
94.4
10.0
108.5

人件費
70億1,397万0千円

3億   521万円
7,719万円
5,926万円

27億   351万円
16億2,987万円
6億8,347万円

1億3,062万円
5,906万円

4億8,108万円
4億2,468万円
7,133万円

財 政 力 指 数
経常収支比率
実質公債費比率
将来負担比率

平成27年度 平成28年度 平成29年度
0.329
89.1
11.5
119.6

0.326
90.9
10.1
116.5

484億4,692万4千円

にぎわい創出の拠点として期待されるナイスアリーナ

普通建設事業費

問
　
財
政
課

☎
24̶

６
２
２
０

Yurihonjo city public Relations. 201913 令和元年10月15日号　広報ゆりほんじょう 12



Yurihonjo city public Relations. 201915 令和元年10月15日号　広報ゆりほんじょう 14





広報ゆりほんじょう 令和元年10月15日号 18Yurihonjo city public Relations. 201919

<９月16日～９月30日受け付け分>

<９月16日～９月30日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

ちょっとひといき・・・

三船　はなちゃん（隆幸さん）大鍬町

佐藤　大黎ちゃん（利大さん）薬師堂

工藤　月絆ちゃん（大輔さん）赤沼下

小林　希於ちゃん（元希さん）御門

熊谷　咲佑ちゃん（  大  さん）石脇

本間　泰秋ちゃん（秋彦さん）内黒瀬

冨樫　駿太ちゃん（  誠  さん）石脇

小番　良友ちゃん（良明さん）矢島町元町

        

　　 たいり

　      る な

 　     き お

　　さすけ

　たいしゅう

　  しゅんた

　   よしとも

柴田　　歩ちゃん（  翔  さん）矢島町元町

伊藤聖沙子ちゃん（健二さん）矢島町七日町

佐藤　峻平ちゃん（千瑛さん）矢島町七日町

佐藤　恵茉ちゃん（義尚さん）矢島町元町

佐々木　天ちゃん（雄基さん）岩谷町

佐々木　颯ちゃん（  宏  さん）岩谷麓

阿部　琳星ちゃん（康浩さん）東由利法内

久代　瀬月ちゃん（開平さん）西目町出戸

 　    あゆむ

みさこ

  しゅんぺい

　   え ま

　  　 て ん

     　 はやて

　りんせい

       せ ら

宇津野イヨさん

小松　哲郎さん

河村　愛子さん

加藤美知子さん

石川　静子さん

髙原ミサ子さん

佐々木ナヲ子さん

渡部　　斎さん

伊藤マリ子さん

遠藤　由郎さん

遠藤　敬子さん

藤原千代美さん

（大浦・88歳）

（鮎瀬・66歳）

（鶴沼・98歳）

（石脇・71歳）

（表尾崎町・85歳）

（山田・88歳）

（矢島町川辺・88歳）

（岩城亀田亀田町・60歳）

（前郷・60歳）

（大内三川・92歳）

（大内三川・78歳）

（葛岡・100歳）

東海林尚夫さん

阿部チヨノさん

斉藤ミヨ子さん

長谷山長盛さん

佐藤　覺圓さん

佐藤てる子さん

村上　　卓さん

（岩谷町・81歳）

（東由利法内・84歳）

（東由利田代・85歳）

（東由利田代・84歳）

（鳥海町中直根・92歳）

（鳥海町下川内・70歳）

（鳥海町猿倉・84歳）

渡辺　巳一さん

田中　壽雄さん

鎌田ミネ子さん

大渕　　進さん

佐藤浅太郎さん

佐藤セイ子さん

小松　ミヨさん

鎌田　トキさん

安田　　勝さん

（中梵天・77歳）

（肴町・90歳）

（内黒瀬・93歳）

（松ヶ崎・82歳）

（土谷・87歳）

（小人町・88歳）

（中梵天・99歳）

（三条・87歳）

（大町・103歳）

木内　京子さん

小川　フジさん

佐々木カネさん

小川カヅ子さん

齋藤　京二さん

三上　喜夫さん

正木サダヨさん

菊地　恭一さん

大滝　義朗さん

梅津　清一さん（旧本荘市功労者・大町）
　９月25日永眠されました。昭和23年から13年間教職
員を務めたほか、本荘市芸術文化協会会長、秋田県教育
委員を務めるなど、芸術文化の振興や教育行政の発展に
貢献されました。平成11年本荘市教育学芸功労。平成14
年勲五等瑞宝章。91歳。

（赤沼下道・69歳）

（親川・88歳）

（内越・105歳）

（川口・87歳）

（蟻山・95歳）

（中堅町・90歳）

（花畑町・93歳）

（花畑町・88歳）

（石脇・70歳）

▶由利本荘市在住で原則60歳以上
▶健康で働く意欲と能力のある方
▶定められた会費を納入の方

どなたでもご入会いただけます

植木選定・草取り・草刈りなど
まずはお電話を

仕事お引き受け致します シルバー人材センター
会員募集

事務局☎0184－24－5111

お問い
合わせ

0184－55－2053
0184－73－2633
0184－53－4221
0184－65－3486
0184－69－2420
0184－33－4321
0184－57－2215

矢 島 連 絡 所
岩 城 連 絡 所
由 利 連 絡 所
大 内 連 絡 所
東由利連絡所
西 目 連 絡 所
鳥 海 連 絡 所

シル
バー人

材センター

◆
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
体
を
動

か
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

朝
に
１
時
間
く
ら
い
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
、
新
鮮

な
空
気
を
吸
っ
て
体
を
鍛
え

て
い
ま
す
。
広
報
ゆ
り
ほ
ん

じ
ょ
う
の
笑
売
繁
盛
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

（
藤
田
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

◆
私
も
30
代
か
ら
頸
椎
ヘ
ル

ニ
ア
に
な
り
、
現
在
は
症
状

が
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。
肩

こ
り
、
腰
痛
も
あ
る
の
で
、

フ
リ
ー
ジ
ア
さ
ん
体
験
し
た

い
で
す
。

（
藤
丸
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
毎
回
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
の

案
内
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
秋
の
爽
や
か
な
風
を
感

じ
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
笑
売
繁
盛
も
身

近
な
お
店
が
多
く
、
気
軽
に

行
け
そ
う
で
す
。

（
三
浦
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
い
つ
も
笑
売
繁
盛
の
コ
ー

ナ
ー
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、

興
味
が
あ
っ
た
お
店
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
と
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

（
髙
橋
さ
ん
・
30
代
・
本
荘
地
域
）

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
て
き

た
の
で
す
ね
。
忘
れ
ず
に
接

種
し
ま
す
。

（
菊
地
さ
ん
・
70
代
・
岩
城
地
域
）

◆
９
月
15
日
号
の
表
紙
を
見

て
、
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

実
に
表
情
が
素
晴
ら
し
く
、

本
荘
東
中
学
校
の
環
境
が
良

い
か
ら
こ
の
よ
う
に
な
る
ん

だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

見
て
い
る
自
分
も
楽
し
く
な

る
よ
う
な
雰
囲
気
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

（
鎌
田
さ
ん
・
60
代
・
岩
城
地
域
）

◆
笑
売
繁
盛
は
近
く
に
住
ん

で
い
て
も
知
ら
な
い
お
店
が

あ
っ
て
、
と
て
も
良
い
企
画

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
お
店
を

紹
介
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

（
髙
橋
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

コ ス モ ス　　　
ご
し
や
す
く
な
る
と
思
い
き

　
　
　
や
、
10
月
の
始
め
は
夏
並
み

の
気
温
に
久
し
ぶ
り
の
ネ
ク
タ
イ
も

相
ま
っ
て
汗
ば
む
よ
う
な
日
も
。
急

な
気
温
の
変
化
に
体
調
を
崩
さ
な
い

よ
う
に
努
め
ま
す
。
　
　
　
　（
慶
）

　
　
　
り
上
が
る
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。

　
　

10
月
は
ラ
グ
ビ
ー
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
プ
ロ
野
球
な
ど
、
テ
レ
ビ

観
戦
で
存
分
に
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
あ
と
は
自
分
の
体
も
動

か
さ
な
く
て
は…

。

　
　
　
ポ
ー
ツ
の
秋
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ

　
　
　
杯
で
健
闘
を
見
せ
る
日
本
代

表
。
海
外
出
身
選
手
が
多
く
「
こ
れ

で
日
本
代
表
？
」
の
声
も
あ
り
ま
す

が
、
日
の
丸
を
胸
に
戦
う
彼
ら
を
心

か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
！  

（
一
男
）

　
　
　
ス
モ
ス
ま
つ
り
な
ど
の
秋
の

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し
の
季
節

で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
そ
こ
で
食

す
る
温
か
い
鍋
も
の
な
ど
食
欲
の
秋

で
あ
り
、
花
よ
り
団
子
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
　
　
　

              （
竹
内
）

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
２
０
２
０
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
発
行
し
ま
す

　
市
で
は
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

と
の
官
民
共
働
事
業
に
よ
り

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
２
０
２

０
」
を
作
成
し
、
令
和
２
年

３
月
に
配
布
予
定
で
す
。

　
こ
の
暮
ら
し
の
便
利
帳

は
、
市
の
各
種
手
続
き
や
施

設
案
内
に
関
す
る
行
政
情

報
、
自
然
や
文
化
・
季
節
の

イ
ベ
ン
ト
・
特
産
品
な
ど
の

地
域
情
報
を
掲
載
し
た
も
の

で
、
市
内
全
世
帯
に
配
布
し

ま
す
。

◆
広
告
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　
発
行
に
あ
た
り
、
共
働
発

行
事
業
者
で
あ
る
㈱
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
の
担
当
者
か
ら
、

市
内
事
業
者
な
ど
へ
有
料
広

告
掲
載
の
ご
提
案
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
告
掲
載
の
詳
細
は
、
㈱
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
秋
田
営
業
所
ま

で☎
０
１
８―

８
３
３―

６
７

０
０

問
　
広
報
課
　
☎
24
ー
６
２
３
７

人 の動き ９月末日現在・住民基本台帳
　　　　　　 　   　 （　）は前月比

人口　 76,420人    （-87）
男=36,551人    （-35）
女=39,869人     （-52）

　　世帯数  30,670世帯　 （-10）

事故･違反･飲酒運転のない街に！
  ９月の人身事故発生状況

　事故件数　   11件
　死亡者数　   ０人
　負傷者数　   14人

累計 昨年同期

  　  95件
６人
118人

83件
１人
99人

      （９月30日現在・由利本荘署管内）

ル
ー
ル
を
守
ろ
う

村上サタノさん
（大正８年９月２９日生まれ・鳥海町上川内）

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や
広

報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な

ど
た
く
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
課
　
「
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ

り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

満100歳
おめでとうございます
市から賀詞と祝い金が贈呈されました

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す


